
新型コロナウイルス感染症の
県内発生状況等について

資料１



0

3000

6000

9000

12000

15000

0

100

200

300

400

500

7
月

6
日

7
月

1
3
日

7
月

2
0
日

7
月

2
7
日

8
月

3
日

8
月

1
0
日

8
月

1
7
日

8
月

2
4
日

8
月

3
1
日

9
月

7
日

9
月

1
4
日

9
月

2
1
日

9
月

2
8
日

1
0
月

5
日

1
0
月

1
2
日

1
0
月

1
9
日

1
0
月

2
6
日

1
1
月

2
日

1
1
月

9
日

1
1
月

1
6
日

1
1
月

2
3
日

1
1
月

3
0
日

1
2
月

7
日

1
2
月

1
4
日

1
2
月

2
1
日

累

計(

人)

感

染

者

数(

人)

新規感染者数

県内患者発生状況（n＝14,816、R3.12.21時点）

①

9月13日
緊急事態措置延長

10月1日
三重県リバウンド
阻止重点期間

10月14日
三重県リバウンド
阻止重点期間終了

8月20日
まん延防止等重点措置

8月27日
緊急事態措置

【内訳】R2.1.30~R3.12.21
・R1年度 … 11人
・R2年度 … 2,742人
・R3年度 … 12,063人

累計14,816人



新規感染者数及び前週同曜日比の推移
上段：新規感染者数
下段：前週同曜日比
※前週同曜日比増は、セル着色

②
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入院患者数（重症）

入院患者数（軽～中等症）

宿泊療養

入院調整中・自宅療養

病床占有率

重症者用病床占有率

入院等の状況（R３.12.21時点）

♦12月21日現在、病床占有率は0.2％、 重症者用病床占有率は0％

③



新型コロナウイルス感染症（変異株）について

（出典）第63回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（令和３年12月16日）資料４
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000868286.pdf ④



新型コロナウイルスの懸念される変異株（VOC）

（出典）第63回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（令和３年12月16日）資料４
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000868286.pdf

※感染性・重篤度は、国立感染症研究所等による日本国内症例の疫学的分析結果に基づくもの。ただし、重篤度について、本結果のみから変異株の重症度について結論づけることは困難。
※PANGO系統(PANGO Lineage)は、新型コロナウイルスに関して用いられる国際的な系統分類命名法であり、変異株の呼称として広く用いられている。括弧内の変異株名は、WHOラベルである。
※デルタ株は、PANGO 系統のB.1.617.2 系統及びその亜系統にあたるAY 系統を含んでいる。

⑤



海外・国内発生状況

参考資料
・SARS-CoV-2の変異株B.1.1.529系統（オミクロン株）について（第４報）国立感染症研究所
（https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2551-cepr/10833-cepr-b11529-4.html）

・厚生労働省報道発表資料（2021年11月30日、12月1日、6日、8日、10日、11日、13日、15日～18日、20日、21日付け）

• 2021年11月24日に南アフリカからWHOへ最初のオミクロン株による感染例（以下オミクロン株感染例）
が報告されて以降、12月14日までに日本を含め全世界76か国から感染例が報告されている。

• 日本においては、2021年12月21日までに海外からの帰国者または入国者において79例のオミクロン株
感染例が報告されている。

地域 滞在国 男性 女性 計

北米 アメリカ合衆国 18 11 29

欧州 イギリス 6 6 12

アフリカ コンゴ民主共和国 5 1 6

アフリカ ケニア 4 1 5

アフリカ ナイジェリア 4 1 5

アフリカ ナミビア 2 1 3

アフリカ ザンビア 0 2 2

アフリカ タンザニア 1 1 2

アフリカ マウライ 1 1 2

ー その他(※) 12 1 13

計 53 26 79

※その他内訳（各国１名）

【アフリカ】
カメルーン、ジンバブエ、チュニジア、モザンビーク
レソト、南スーダン

【欧州】
イタリア、ギリシア、マルタ、複数（ドイツ・スイス・イギリス）

【アジア】
スリランカ

【中東】
アラブ首長国連邦

【中南米】
ペルー

【海外からの帰国者・入国者における発生状況】 2021年12月21日現在

• その他、日本において、 2021年12月21日までに海外渡航歴のないオミクロン株感染例は6例（検疫所
職員、入国後感染判明の濃厚接触者、クラスター関連施設職員及び濃厚接触者）報告されている。

⑥

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2551-cepr/10833-cepr-b11529-4.html


オミクロン株への対応について
オミクロン株への対応

南アフリカ等で確認された新たな変異株であるオミクロン株については、懸念される変異株に指定され、他の
懸念される変異株に比べて、再感染リスクの増加等が懸念されていることから、当面の間、以下の対応を行う
ことが通知等で示されている。

【検査体制】
• 新型コロナウイルス陽性と判定されたすべての検体について、L452Rスクリーニング検査を実施
• オミクロン株の発生や変異株の発生動向を監視するため、現時点における検査能力を最大限発揮して、

ゲノム解析を実施

【オミクロン株患者の濃厚接触者】
• 感染症法第44条の３第２項に基づく必要な協力として宿泊施設への滞在を求める
• 感染症法第15条に基づく調査として、最終曝露日（陽性者との接触等）から3日目、6日目、10日目

を目安にPCR検査を実施するとともに帰国後14日間の健康観察を実施

【オミクロン株患者】
• 感染症法第19条第１項の規定に基づく入院を行うこととする
• 入院期間中は個室隔離

• 三重県居住者でオミクロン株患者の濃厚接触者（同じ飛行機に乗っていた）に対し、管轄保健所が聞
き取り調査を実施（12月21日現在、31名に対応）

• 県内に滞在が確認された場合は、PCR検査を実施し14日間の健康観察を実施するとともに、宿泊施設
への滞在を求めている

本県の対応状況

※ 今後、オミクロン株患者の濃厚接触者でPCR検査陽性が判明した場合には、県内の新型コロナウイルス
感染症患者受入医療機関へ入院調整を行うとともに、ゲノム解析を実施予定 ⑦


